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協同の發見 2005.10 No.159

1
■ 労協センター事業団で働く組合員の、仕事と暮らしに関する状況とその意識を調査・
分析し、今後のセンター事業団の労働条件、労働環境の改善、組合員の生活向上のた
めに資するものとする。また、今後のセンター事業団の経営活動に生かす。

2
■ センター事業団在籍の組合員の全数調査
■ 質問回答表への記入方式（択一選択、複数選択、自由記入）
■ 調査期間 2004年 11月～ 12月
■ 調査票を各事業所長経由で手渡し、記入後封入り回収、本部集約

3
■ 調査対象者数 2,980名、回答者数 1,756名、回答率 58.9％

4
■ 設問の選定と設定はセンター事業団と協同総合研究所との協同で行った。
■ 分析はセンター事業団理事会の委託を受け、協同総合研究所が行った。
■ なお、分析中にある「前回」とは、2001年10月～11月に行った、「労働者協同組
合センター事業団組合員2001年仕事と暮らしに関するアンケート調査報告書」のこ
とである。「協同の発見」第122号（2002年8月号）に調査結果を掲載しているの
で、参考にしていただきたい。


